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本日のプログラム 
           司会   伊藤  純君 
・点 鐘            屋嘉比良夫君 
・ROTARY SONG  「日も風も星も」 
・今月の歌      「村祭」 
・ビジター紹介         屋嘉比良夫君 

・食事・歓談 
・委員会報告 
・祝 福 
・卓 話   伊藤  純君   蓮野 美廣君 
・幹事報告           加藤久仁明君 
・点 鐘            屋嘉比良夫君 
 

今月の歌 
村祭 

   村の鎮守の神様の 
   今日はめでたい   御祭日 

ドンドンヒャララ  ドンヒャララ 
ドンドンヒャララ  ドンヒャララ 

   朝から聞こえる   笛太鼓 

今月の祝福 

会員誕生日 
 5日 伊藤  純君   29日 蓮野 美廣君 
 
 夫人誕生日 
 4日 加藤  茂君・純子さん 
 4日 亀谷 鉦一君・貞子さん 
 8日 菅原 幹夫君・睦子さん 
15日 磯野 俊雄君・弘子さん 
18日 梅田 英夫君・里子さん 
24日 長谷川英輝君・亜紀さん 
28日 中川  健君・加代子さん 
29日 塚本 兼光君・妙子さん 

２０１３年９月２０日（金）第２１５４回（９月第３例会） 
 
結婚記念日 
21日 名畑  豊君   24日 長谷川英輝君 
30日 加藤久仁明君 
 
アテンダンス表彰 
３３ヶ年     大橋 完一君 
４ヶ年      和田 了司君 
１ヶ年      森田  誠君 

先週の記録 

会長挨拶     副会長   太田 弘道君 
皆様こんにちは、今日は歌ではありませんので座
ったままで結構です。先々週、大橋副会長がお話
しされましたが、今回は私がお話させて頂きます。 
まず始めに９月７日、８日と親睦遠征ゴルフでは
色々と心配事がありましたが、蓮野親睦委員長に
大変お世話になりながら全員が楽しく無事に春日
井に帰ってくることが出来ました。次回も楽しみ
にしています。 
さて、今日９月１３日は、私にとって大変記念と
なる日です。なぜなら１１年前の２００２年、私
の入会式をしていただいた日だからです。当日は
ガバナー補佐訪問の日で、当時の会長は、今年度
副会長としてご一緒させていただいている大橋完
一先輩でした。当時、先輩は還暦前の５９歳、私
は５７歳、平均年齢は６２歳でした。入会式の前
に私のスポンサーから入会式は夫婦同伴で出席す
るよう連絡があり、家内を説得し二人で出席させ
て頂きました。今座っている席に家内と二人緊張
して座り、何を頂いたのか覚えがありません。又
私と同じ苗字の太田達夫ガバナー補佐がロータリ
ーバッジを付けてくださいました。あれから３５ 



名の方の入会式がありましたが、私の記憶が間違
いで無ければ夫婦同伴の入会式やガバナー補佐訪
問の入会式は無かったと思います。 
以上、私の入会式の話をさせていただきました。
次回は、ソングリーダー、スクラッチ会、謡曲部
会等のエピソードをお話させていただきます。 
最後に入会式以来１１年間、大橋先輩にはご指導
いただき、大変感謝しております。 
これをもちまして、会長挨拶の代わりとさせてい
ただきます。 
 
幹事報告      幹事   加藤久仁明君 
 
◎例会変更のお知らせ 
名古屋城北 １０月１日(火) ９月３０日(月) 1２：３０ 

   ＲＣ ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問の為 キャッスルプラザ 

江 南 ９月２６日(木) ９月２４日(火) 1２：３０ 

   ＲＣ ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問の為名鉄犬山ホテル 

津 島 １０月 4日(金) １０月４日(金) 1２：30 

   ＲＣ ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問の為名鉄グランドホテル 

名 古 屋 葵 １０月３日(木) １０月３日(木)  

   ＲＣ 親睦例会の為  

 
出席報告        委員長  伊藤 一裕君 
会員 54名 欠席 13名 出席率 86.8% 
先々週の修正出席 欠席 3名 出席率 94.3% 
 
ニコボックス報告    委員長   成瀬 浩康君 
○太田副会長、本日の会長挨拶宜しくお願いいた
します。            屋嘉比良夫君 
○会長挨拶の代わりをさせていただきます。 

太田 弘道君 
○ＲＣのゴルフで優勝させてもらいました。あり
がとうございました。      加藤久仁明君 
○親睦遠征ゴルフとても楽しかった。ありがとう
ございました。         磯野 俊夫君 
○３年ぶりにお立ち台に立たせてもらいます。卓
話をさせていただきます。    宅間 秀順君 
○卓話がうまくいきますように。 山田 倫章君 
○宅間くん、山田君の卓話を聞く喜びで。 
足立 治夫君  浅井 瀧治君  青山 博徳君 
伊藤 一裕君  伊藤 正之君  梅田 英夫君  
小川  長君  大橋 完一君  岡田 義邦君  
岡嶋 良樹君  亀谷 鉦一君  加藤  茂君   
河村 哲也君  加藤 宗生君  貴田 永克君 
北  健司君  小島 啓冶君  近藤 太門君 
志水ひろみ君  清水  勲君  社本 太郎君   
峠 テル子君  名畑  豊君  野浪 正毅君 
長谷川英輝君  蓮野 美廣君  古屋 義夫君  
森田  誠君  松尾 隆徳君  和田 了司君 

○ご協力ありがとうございます。 成瀬 浩康君 
 
卓話             山田 倫章君 
この７月より、塚本兼光さまのご紹介で入会いた
しました、中部電力春日井営業所の山田倫章です。
本日は自己紹介ということで、お時間を頂戴しま
す。 
私は昭和４４年生まれでこの春日井ロータリーク
ラブと同い年、１１月に４４歳になります。春日
井小学校、西部中学校を卒業し、名古屋の県立千
種高校とその後１年間河合塾の千種高に通うまで、
２０年弱春日井に住んでいました。高校からは春
日井の西から東の高蔵寺ニュータウンへ引越しし
ました。私は現在、先週お越しになった丹羽ガバ
ナー補佐と同じ長久手に住んでいますが、両親は
今もニュータウンに住んでいます。それで、東部
へ来る機会はありましたが、鳥居松や春日井周辺
や西部方面にくることは少なかったので、２５年
の間にいろいろと変化しているところがあり驚い
ています。 
私の家族を紹介します。妻は高校時代の同級生で、
人生の 3分の 2をすでに妻に占められていること
になります。高校の同級生と結婚したという話を
すると、皆さん「将来を見越して早めに契約した
んだね、上手くやったね」と私の額の上を見なが
ら言っていただけます。妻は子供に「お母さんは
騙されたのよ。昔はああじゃなかったのよ」との
ろけて？ます。その子供は６年生・２年生の女の
子、年中の男の子の５人家族で日々騒がしくすご
しています。 
仕事の面では、長く会社で経理畑を歩んできまし
たが、前職は突然、弊社の社長水野の秘書を拝命
し、本当に貴重で忘れられない経験をその 3年間
で数多くすることができました。 
なかでもやはり東日本大震災とその後の原子力事
故の対応、そして総理大臣からの浜岡原子力発電
所停止要請に関しては、多分二度と人生であれほ
どの渦中に身を置くことはないのではないかとい
う経験でした。そこで感じたこと、すなわち政治
や行政、マスコミや日本を覆う「みえない空気」
といったものに対して、愕然としたことについて
は、この場にふさわしくない内容だと思いますの
で、別の話をしたいと思います。 
私は秘書という立場でいろいろな現場や国へ随行
して、先入観というか固定観念と現実が如何に違
うかということを体験しました。まさに「百聞は
一見に如かず」です。英語では“ seeing is 
believing”（見ることは信じること）というそう
ですが、こちらの表現もなかなか素敵ですよね。 
今年の５月にロシアのモスクワで原子力の世界会
議があり、併せてサンクトペテルブルグのトヨタ
の工場に視察に行きましたので、ロシアでの「百



聞は一見に如かず」についてお話します。 
ロシアというとプーチンの強権さや、怠惰で傲慢
な国民、ソ連崩壊後の混乱や警察の腐敗といった、
暗くて悪いイメージが強かったのですが、実際言
ってみると大違いでした。感じたことを７つお話
します。 
①まずギリシャ正教というキリスト教の敬虔な信
者が殆どであり、市民は精神的に非常に高潔だと
感じました。 
②ここ１０年で資源をはじめ経済が急成長したこ
とで経済的にゆとりがあります。給与水準は決し
て高くないのですが、旧ソ連が崩壊したときに、
国民がみな強制的に入居していた都市部の賃貸集
合住宅が無料でそのまま譲渡されたそうです。で
すから、家賃やローンの負担がないために可処分
所得が多くなるそうです。 
③なにより豊かだなと感じたのは、都市部の人は
皆、車で 1～2 時間のところへダーチャと呼ばれ
る家庭菜園付の小さな別荘をもっていて、平日は
都市で仕事をして、週末はそこで土いじりや友人
とバーベキューをしたりしてリラックスするそう
です。 
④治安の面でも、ほかの欧州諸国とちがい、貧困
国からの就労ビザが厳しいため、出稼ぎ労働者も
カザフスタンなど、旧ソ連邦の国に限られている
ため、非常に良いと感じました。私も夜 12 時過
ぎに現地にいる大学時代の友人と出歩きましたが、
まったく危険は感じませんでした。 
⑤芸術や文化に対する高い関心、尊敬に関しては
予想したとおりですが、やはり日本で展示すれば
大行列ができる超一流の絵画や、バレエ、音楽に
身近に接することができる環境はうらやましいで
す。 
⑥道路にごみを捨てる人はいないそうです。自分
たちが住む場所を汚す行為は、発想として考えら
れないということでしょうか。友人が「民度が高
い」と言っていたのが印象的でした。 
⑦トヨタの工場で勤務する労働者も非常に自律心
と向上心が高く、トヨタの方も「アメリカ人労働
者は勤勉ではないがチームワークで仕事する。西
欧の労働者は個々の能力は高いが、主張が強くて
それがチームとしてうまく発揮できない。ロシア
は、まだまだこれからだが、その”いいとこどり”
ができる可能性がある」と、おっしゃっていまし
た。 
以上、ロシアの私の体験は先入観が悪かった分、
本当に驚きの連続でロシアが大好きになりました。
いつか家族をつれてバレエ鑑賞を、と思っていま
す。料理もウオッカも本当においしかったです。 
今は、ＩＴ化が進んでいろいろな情報は簡単に入
手でき、疑似体験ができる世の中になりました。
しかしながら、実際自分の目で見て経験すること

が大切だと、あらためて感じました。 
最近、子育てに関連して同じことを痛感したので、
そのエピソードを最後に紹介します。7 月にセン
トレアを利用して旅行から帰ってくる妻を子供た
ちと向かえにいった際、時間があったので宮の湯
というセントレアにある銭湯に 4歳の息子と男湯
に 2人で入りました。私が少しサウナに入ってい
る間、入り口のドアの前に息子を待たせていまし
た。2 分ほどして出てみると息子が「お父さん、
お相撲さんがいたよ！」というので、ああ、名古
屋場所が開催されているし、力士がいても不思議
はないかな、と思って、「どこにいる？」とたずね
たところ、「そこそこ」「え、どこ？」とやりとり
を繰り返しましたが、しびれをきらした息子がず
んずん進んで「そこだってば！」と指差した直ぐ
先には・・・ただの太ったおじさんが湯船につか
ってこちらを睨んでました。ああ、やっぱりちゃ
んと教えて、経験させていない親の責任だなと痛
感しました。 
これから家族も自分もいろいろ経験して、成長し
たいと思います。この春日井ロータリークラブで
の経験は本当に意義があると思いますのでこれか
ら皆さんよろしくお願いします。 
前任の高橋も職場視察を提案して皆様に武豊火力
発電所、メガソーラーや浜岡原子力発電所を視察
いただきましたが、これから私もご提案させてい
ただきたいと思いますので、ご協力いただければ
幸いです。 
 
卓話             宅間 秀順君 

 
私はＲＣクラブ入会満３年で、年齢だけは６９歳
とかなり平均年齢を上回っています。奉仕を社内
において活用できないかと考え、数ヶ月前に生産
部門と非生産部門とに分け、改善会議を招集しま
した。 
わが社は食品の生産、販売とほぼ全国的に行って
います。従業員は１７０名あまりで、そのうち工
場生産要員は１５０名程です。一般的に食品と言
えば、煮る・焼く・揚げる・蒸すなどの工程があ
ります。 
仮に、①～⑤までの工程がある商品ですと、①→
②、②→③、③→④、④→⑤と作業は流れます。
この流れの中で、受け渡し方と受け取り方の改善
を実施致しました。工場作業を例に取りますと、
決められた時間内に、決められた生産を、部門長
の指示や作業指示書を見て作業が始まります。自
分達が苦労して生産した商品が果たして次の工程
の人に喜んで受け取ってもらっているかどうか、
また、受け取った側は、自部署の作業において効
率よく作業できる状態なのか、そこに疑問を持ち
ました。そこで、部署長を交えてパート従業員の



中心となる方達と、各工程について問題点、改善
点を討議しました。 
問題点としては、今まで事務的・機械的・言われ
るがままに淡々と作業をして、疑問を持たずに行
っていたこと。また、他工程の作業をあまりにも
知らなさすぎるという事があげられました。その
問題解決の為には何をしたら効果的かと考えた結
果、他部署で作業体験してみる「人事交流」にあ
ると気付き、早速実施しました。 
人事交流では、閑散期に１日１人ずつ他部署に行
き、他工程の作業をしながら状況を見て、聞いて、
知ることができました。自部署と関係する他工程
の作業内容を理解した事で、例えば、どうすれば
次工程の作業が効率的かつ楽になるかを常に考え
て作業するようになった、前工程にちょっとした
改善を要求してみた、他部署の見習うべき良い点
を知った等々、多くのメリットがありました。ま
た、そこで互いの名前を知り、今まで閉鎖的であ
った部署間の壁が一気にくずれました。コミュニ
ケーションの場が広がり始め、昼の食堂でもいつ
ものグループ、いつものメンバーではない人たち
との会話が広がり、お互いに喜んでもらいたいと
いう思いやりの気持ちが広がった様に思います。 
試験的に行った改善討議・人事交流でしたが、社
内の雰囲気にも良い影響を与え始めていると感じ
ております。この様な討議の場、人事交流の場を
定期的に設け、弊社のスローガンでもあります
「small，but strong」な会社にしていきたいと
思います。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
副会長挨拶 太田 弘道君 
 
 

 
卓話 自己紹介 山田 倫章君 
 
 

 
卓話 宅間 秀順君 


